
学校サポーター研修

①令和６年７月１７日（水）９：３０～
②　　　　　　同  　　　   １３：３０～
③令和６年７月２４日（水）９：３０～
④　　　　　　同　   　　  １３：３０～ 総合教育センター特別支援教育センター

教育委員会学校教育部支援教育課



いつも大切な児童生徒を学校で支援していた
だき、本当にありがとうございます。
本日よろしくお願いします

　川崎市総合教育センター

特別支援教育センター
　　　　　　担当

榎本裕世　齋藤健太郎



本日の内容（９０分）

１、講義

（休 憩）

３、情報や支援の共有（守秘義務）

①サポーターの役割と心構え

②一人一人の教育的ニーズに応じて

③子どもの見方

グループ内で、

日常の活動について共有する。

４、まとめ



お席の方とお話をしましょう！

・お名前
・どこの学校でサポーターをしていますか？
・サポーターのやりがいは何ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　

３分ほど時間を取ります









学校には
サポーターの皆さんの力が必要です！



特別支援教育サポーターの役割

　「教育上特別の支援を必要とする児童の学習又は生活     
上必要な支援に従事する」

・基本的生活習慣確立ための日常生活上の介助
・学習支援
・学習活動、教室間移動等における介助
・健康、安全確保

　２０２１年「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知）」



特別支援教育サポーターの役割

ポイント！

支援教育コーディネーター、担任などと連携
し、どの子どもにどのような支援が必要か確
認しながら支援に当たる。



特別支援教育サポーターの心構え

個別の指導計画に即した支援
学校の方針や個別の指導計画にもとづいた
支援を行う
　　　　　　　　　↓
　先生とのコミュニケーションが重要
　学校や学級の目標やルールの理解



心理的な安定

健康の保持

人間関係の形
成

環境の把握
身体の動き

コミュニケー
ション

自立活動６区分



特別支援教育サポーターの心構え

安全管理を確実に行う
障害に起因する健康上必要な配慮やアレル
ギーなどについて理解する
　　　　　　　　
　　　　　　　　　↓
　　安全が確保できる見守りの位置
　経験の機会を損なわない適切な距離



特別支援教育サポーターの心構え

個人情報を漏らさない
個人情報を外部に漏らさない守秘義務を守
る
　　　　　　　　　↓
　子どもの名前が入った資料等も校内で見る
ようにする。取り扱いについて不安なことは学
校に相談する。



特別支援教育サポーターの心構え

子どもをよく観察する
自分でできるのか、支援が必要なのか。
どのような支援が必要か
　　　　　　　　　↓
　子どもの特性にあった効果的な支援を行
う。自分の考え方や特定の支援方法に固執
せず、よりよい支援につなげる。



特別支援教育サポーターの心構え

自分の支援を客観的に振り返る
自分の支援がこれで良いか、悩んだときは、
担任や支援コーディネーター、管理職の先
生に相談する。
　　　　　　　　　↓
　支援は支援員が一人で行うものではないの
で、連携が必要。先生方にアドバイスをもら
う。



特別支援教育サポーターの心構え

環境調整の役割
担当の子どもの働きかけだけではなく、周囲
の子どもの理解や子ども同士の人間関係を
良好にする。
　　　　　　　　　↓
　学級の子どもたちとも信頼関係を築くことが
間接的な支援になることがある。



お席の方とお話をしましょう！

じっとしていることが苦手な子どもの支援
　　　　　　　　　　　　　　　　

３分ほど時間を取ります



②一人一人の教育的ニーズに応じて



そもそも特別支援教育って？

経緯

・「障害の種類や程度」に応
じた教育
・障害があるかないか
・個々の教師による個別対
応が主

特殊教育

・一人ひとりの教育的ニーズに応
じた教育
・知的障害のない発達障害も対
象
・学校として全体的、総合的に対
応

特別支援教育

一人ひとりの教育的ニーズに対応するため皆さんの協力が必要です！

学習指導要領

養護・訓練 自立活動





周囲の環境の要因と相互作用

何らかの
困難さ

学校
↓

社会

良好

困難

理解・環境調整
配慮

無理解・無配慮「障害」という状況が
生じてしまう・・・



学校の支援体制

一次支援
・受容的な学級風土
・誰にとってもわかりやすい授業
・環境や授業のユニバーサルデザイン化
・基礎的環境整備
・かわさき共生・共育プログラム　など

　　　　二次支援
・学級内での個別的な声掛け
・座席の位置の配慮
・マス目や罫線の個別的な工夫
・入り込み支援　など

三次支援
・特別な場での支援
・取り出し支援
・通級指導教室での指導

管理職
 

◎支援教育 
コーディネーター

 
養護教諭

 
学級担任代表

 
特別支援学級担任代表

校内委員会

通常の学級担任

特別支援学級担任

栄養教諭

事務職員

用務員・給食

・通級指導教室 
　センター的機能
・特別支援学校
　センター的機能
・総合教育センター

・特別支援教育
　サポーター 
・教育活動 
　サポーター 
・補助指導員
・巡回相談員
・巡回指導員

支援人材
協力機関

一次支援
・受容的な学級風土
・誰にとってもわかりやすい授業
・環境や授業のユニバーサルデザイン化
・基礎的環境整備
・かわさき共生・共育プログラム　など

　　　　二次支援
・学級内での個別的な声掛け
・座席の位置の配慮
・マス目や罫線の個別的な工夫
・入り込み支援　など

三次支援
・特別な場での支援
・取り出し支援
・通級指導教室での指導



氷山モデル

学力不振、怠惰、甘え
離席、暴力、片づけられない、不
登校

本人に起因するもの
・不注意傾向　・多動性　・衝動性
・コミュニケーションの苦手さ
・こだわりの強さ
・読み書きの困難さ　　　等

環境に起因するもの
・つまらない内容　・接し方　
・話し方　・ざわつき　・寒暖
・かまってもらえない　　　等

見える部分へのか
かわり

対症療法的

見えない部分
へのかかわり原因

療法的
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一人ひとりの困り感を理解し、
　　　　そのニーズに対応していく

・一人ひとり困り感はちがうので、子どもを障害特性にあ
てはめていくことでは、子どもの実態は何も見えてこな
い。
　　×「あの子はＡＤＨＤの子」「ＬＤの子」

・子どもの特性を理解し、支援・配慮することで障害は個
性と捉えることもできる。

・周囲の環境（無理解）によって、障害は生ずる。



不適切な行動に対する不適切な対応の例
二
次

障
害
の

リ
ス
ク
増
大

×押さえつける、強く叱る、罰を与える
　その時は効果があるかもしれないが、効果が持続しないばかりか、
他の場所で問題行動が出る可能性もある。対処者との信頼関係が構築できな
い。

×対処者が感情的になってしまう。
　感情的にならないようにするためにはできるだけ複数で対処する。

×その場を収めるために場当たり的に容認する。

×説得、説教、反省させる。
　状況を理解できていない段階で

　説得・説教・反省させても行動に反映されにくい。　



・じっとしていられない　　　　・すぐにカッとなる
・忘れ物が多い　　　　・何でも一番にならないと気が済まない
・予定の変更があると不安にな　・筋道を立てて話すことが苦手
・漢字学習をどんなにしても覚えられない　等

一次障害

・親や先生に叱られる
・反省を強いられる

・友だちとうまくいかない
・集団から排除される（いじめ）



認知や行動上の特性が障害として気づかれなかったり、認めら
れなかったりしたために、必要な支援が受けられないばかりでな
く、「やる気がない」「努力が足りない」など非難や叱責を多く受
け、その結果、自信や意欲を失ったり、自己肯定感の低下を招い
たりして、本来できることも困難になってしまうこと。

学習性無力感
「どうせ」

集団に帰属す
ることが困難
になる

二次障害

自信の喪失



この状態が続くと・・・

反抗挑戦
性障害 不登校 うつ 自傷行為 非行

etc

認知の歪み

学習性無力感
「どうせ」

集団に帰属す
ることが困難
になる

自信の喪失



早期からの適切な支援、かかわりが必要

特性の理解
優れている部
分を活かす

居場所をつくる ネットワーク

良いところは
ほめる、認

める

話をしっか
り聞く

二次障害を防ぐために



お席の方とお話をしましょう！

　　全体の指示が苦手な子どもの支援
　　　　　　　　　　　　　　　　

５分ほど時間を取ります



③子どもの見方を変えてみ
ませんか



友達に手を出して
しまうＡさん・・・

大人として、

どんな言葉をかけ

ていきますか？



「性格や特性」のせいにしていませんか？

●らんぼうな子

●約束を守れない子

●何度も同じことを繰り返す子

と伝えるだけでは、「自尊感情」を下げるだけ

大人の言葉で、
子どもが前向きになるには？
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氷山モデル

学力不振、怠惰、甘え
離席、暴力、片づけられない、不
登校

本人に起因するもの
・不注意傾向　・多動性　・衝動性
・コミュニケーションの苦手さ
・こだわりの強さ
・読み書きの困難さ　　　等

環境に起因するもの
・つまらない内容　・接し方　
・話し方　・ざわつき　・寒暖
・かまってもらえない　　　等

見える部分へのか
かわり

対症療法的

見えない部分
へのかかわり原因

療法的



子どものよいところを見つけ出す

もちろん暴力は許されることで
はありませんが・・・

どうして暴
力をふるう
ことになっ
たのかな？

ズルじゃ
んっ！！



友だちがズ
ルをしたこ
とが許せな
かったんだ
ね・・・

自分の気持
ちや状況を
振り返ること
ができた
ね！

子どものよいところを見つけ出す

正義感が強い
のは良いことだ
けど、暴力はい
けなかったね。



心理的な枠組み（フレーム）を変えてみる

君は、どうして頑固で融
通がきかないんだ！

自分の考えを
しっかり持ってるね



リフレーミングしてみましょう

Ａ：「私は、飽きっぽいところがあって、よく家族から注意　　　され
てしまうのです。」

　　「例えば、趣味がコロコロ変わるんですよね。」

Ｂ：「私は、Ａさんのことを好奇心が旺盛な方だなと思い　　　まし
た。」

　　「いろんなことにチャレンジできる方なんじゃないですか？」

●飽きっぽ
い

◎好奇心が旺盛、チャ
レンジ精神にあふれて

いる



捉え方の変換実習

①　　怒りっぽい　　　　　→　　　　感情豊か

②　　ルーズ　　　　　　　→　　　　おおらか

③　　理屈っぽい　　　　　→　　　　理論的

④　　弱気な　　　　　　　→　　　　感受性が高い

⑤　　鈍感　　　　　　　　→　　　　物事に動じない

⑥　　おしゃべり　　　　　→　　　　社交的・明るい

⑦　　けち　　　　　　　　→　　　　節約できる

⑧　　わがまま　　　　　　→　　　　意見がはっきりしている

⑨　　頑固　　　　　　　　→　　　　意思が強い

⑩　　悲観的　　　　　　　→　　　　リスク管理ができている

　



してほしい変換実習

①　　廊下を走らないで　　→　廊下は歩こう

②　　遅刻しないで　　　　→　時間は守ろう

③　　事故しないで　　　　→　安全運転で

④　　騒がないで　　　　　→　静かに

⑤　　あきらめないで　　　→　信じ続けて

⑥　　焦らないで　　　　　→　落ち着いて　　　

⑦　　忘れ物しないで　　　→　よく準備して

⑧　　無理しないで　　　　→　ベストをつくして

⑨　　負けないで　　　　　→　全力を出し切ろう

⑩　　心配しないで　　　　→　自信を持って

　



リフレーミングしてみましょう

●自分の短所だと思うところは？

◎近くの人にリフレーミングしてもらいましょう！



グループで共有しましょう！

・どんな子どもと関わっているか。
・苦労していること。
・先生方との情報共有の仕方　など　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！

　みなさんが活発にお話できるように
　　　　　　　　　　　　ご協力ください！　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



みなさんの笑顔が子どもの笑顔につながります。
まずは、みなさんの元気、笑顔を！！
困ったら、遠慮せずに先生方を頼ってください！
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